
利き手の手術 

校長 松島 睦麿 

 利き手である右手の手術をした。４月下旬のことである。初めてであったので、手術前数日間はかなり緊
張して過ごした。当日、手術室にはいると、多くの手術用の円形の照明が私を上からとらえ、その景色は失
敗しない女性の医者が主人公のテレビドラマそのものであった。唯一の違いは中二階にお偉方が視察するガ
ラス室がないだけであった。 
 術後、利き腕が使えない不便な２週間のことをご紹介したい。想像力を駆使して追体験していただければ
幸いである。 
 〇文字が書きづらい。 
  正確に言うと、書きづらいを超えてほぼ書けなかった。しかたなく利き手の親指と人差し指の間にペン 
  をそっと挟んでなでるように書いた。これでもやっと読める程度の文字である。あまり字が上手でない 

私とはいえ、なさけないレベルであった。その点、パソコンは役に立つ。利き手の指一本が使えた。 
〇朝、顔が洗いづらい。 
 左の手のひら一つで水を受け、洗うことは可能である。ところが、私の手は母から受け継いだもので、 
 太く、短い。私はこの手のひらがかわいくて気に入っている。しかし、片手洗顔となると確保する水の 
量が極端に少量となり、結構ストレスがたまるものであった。 

〇ごはんが犬食いになる。 
 悲しくなりそうだが、そうでもなかった。理由は朝と夕飯は家庭だし、給食は通常は副校長と打ち合わ 
 せをしながらの検食だが、コロナ対策で一時的に一人でいただいているためである。人目を気にする必 
要はなかったが、しかし、食べにくいこと極まりない。よくスプーンからこぼした。 

〇お風呂で左腕が洗えない。 
 これはかなり難易度が高い。利き手の肘あたりでこすったが届く部分が限られ、半分あきらめた。 
〇袋麺が開けられない。 
 私の大型連休のお昼は袋麺になる。左手と口で開けたが、麺がよく袋から落ちた。 
〇左手のワイシャツのボタンが留められない。 
 これは最初からあきらめた。 
〇ネクタイがしめられない。 
 これも最初からあきらめた。しばらくはノーネクタイで出勤した。 
〇左手の爪が切れない。蚊をたたけない。 
これらもほぼ不可能である。 

言い出せばきりがないので、このくらいで止める。 
 
抜糸の日が近づき、治癒の日が楽しみになってきたころ、二つのことに気が付いた。 
一つ目は利き腕を使うことができない方の日常生活である。私はいつか治る。今だけ少しくらい不便な思

いをしたってどうにかなる。しかし利き腕を使うことができない方はこの不便が日常生活において継続して
いる。 
二つ目は上にあげた私が経験したことを含め、不便なことのほとんどが「誰かのちょっとしたお手伝い」

でかなり解消されることである。実際、左手のワイシャツのボタンは息子に頼んで解決した。袋麺だって「ち
ょっとたのむ。」で済むことだった。食材をちょっと小さくしてくれただけでも助かった。 
私たちは障がいを持つ人のお手伝いがもっとできるのではないか。なにか特別な行為としてではなく、身

長の低い私が高いところにある本を背丈のある人にとってもらい「サンキュ。」くらいのあたりまえの行為と
してである。ちょっとした「お手伝い」と「工夫」で解決できることはたくさんある。 

 
パラリンピックはこういった障がい者への当然の理解を深める極めて意義のある機会である。しかし、パ

ラリンピックが終わった後、祭りの後のようなことになってはいけないと考える。パラリンピックがおわっ
ても障がいを持つ方々の日常には何らかの不便が存在していて、そのことを忘れてはならない。 
三中では障がい者スポーツ理解としてボッチャの講習をオンラインで受けた。実際にやってみて生徒も楽

しそうであった。そこで学年にボッチャ１セットずつ用意したところである。コロナが収束に向かい、早く
昼休みの体育館を生徒に開放して三中生にボッチャを思う存分楽しんでほしいと思っている。 
パラリンピックが終わっても、である。 
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三校合同紅白戦  A チーム １TB4 － １TB0 B チーム （※TB＝タイブレーク：特別延長戦） 

 

4月17日(土)に大島町教育委員会の主催で中学校野球大

会が行われました。本来であれば、大島町体育大会の一環

で学校対抗戦を実施したかったのですが、部員数の減少や

入部したばかりの１年生を出場させることへの安全面の

考慮等もあり、紅白戦での実施となりました。そのような

中でも、教育委員会の皆様が、「是非、中学生に試合の経

験を積ませてあげたい」と全面的にバックアップしてくだ

さいました。この場を借りて感謝申し上げます。 

さて、試合は７回を終えて「１対１」の均衡した展開と

なり、タイブレークに突入しました。互いに勝利を求めて一球一球を必死に追いかけていました。選手

達は、「試合」を通して、普段の練習の成果を発揮することの難しさを体感することができました。ま

た、練習では経験できない緊張感や想定外のプレーがたくさんあり、この１試合で大きく成長できたと

思います。今大会、特に評価をしたいのが、「１年生の元気さ」です。体の大きさも、遠くに飛ばした

り投げたりする力もまだまだ上級生には敵いませんが、大きな声がチームや大会を盛り上げていました。

これから、都大会に向けて三校が一丸となり、本当の意味で野球を楽しめるように高めていきたいと思

います。 

ご協力頂いた関係者の皆様、保護者・地域の皆様、多くのご支援やご声援ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２３日(金)、令和３年度の前期生徒総会を開きました。３年生の鈴木さんと前沢さんが本部の推薦を

受け議長としての役割を務めました。例年に比べ、質問者も増え各学年から活発な発言が見受けられまし

た。今後も１人１人の声を反映させ、生徒自ら作るよりよい三中を目指していきます。 

前期生徒総会 

 

大会 

大島町中学校野球大会 
 



 

 

 

 

 

２学年では例年福祉教育の一環として、大島恵の園への訪問を行っています。緊急事態宣言の発出・

延期により、残念ながら施設への訪問は実現できませんでした。しかし５月１３日(木)に第２大島恵の

園の施設長である安田様に来校していただき、恵の園の歴史や障害者福祉について講義をしていただき

ました。障害を持つ方の現状や接し方など印象深い内容のお話を聞くことができました。また、道徳授

業でも認知症を患う方々に関する題材を通して高齢者福祉について考える時間を設けました。 

訪問の際に披露する予定で１月余り意欲的に練習を続けてきたハンドベルの演奏（「ふるさと｣と｢め

だかの学校｣）はビデオに記録し、お礼状とともに恵の園にお届けしました。直接施設のみなさんと触

れ合う機会はありませんでしたが、この学習を通して生徒達は障害を持つ方々や福祉について理解を深

めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度もスタートして、2 カ月が過ぎました。生徒全員が笑顔で楽しそうに学校生活を送っています。

また、三中では生活指導における重点目標「挨拶、言葉遣い、自力登下校」があります。とくに、自力

登下校については、昨年度の 3 月末に行われた三中ミーティングでも生徒たち自身からも改善点として

多く出てきました。ミーティングでは、「自力登下校をすることで、体力が上がった。」「体調が良くな

って、学校を休まなくなった。」「部活でのケガが少なくなった。」などの意見がありました。 

そして、今回は生徒たちの自力登下校についてアンケートを実施しました。アンケートの結果は、以

下の通りになります。全体的に自力登下校をしている生徒は、８０％程度。車での送迎をしてもらって

いる生徒は２０％という結果でした。残念ながら、１００％ではありませんでしたが、この数値は例年

に比べると大きな進歩です。その背景には、生徒たちによる活動があります。生徒会活動では、自力登

下校に対する意欲を高めるために、啓発する旗を作成したり、挨拶運動を実施したりしています。  

これからも、全校生徒が自力登下校１００％達成できるように引き続き活動していきます。ご家庭で

のご協力も宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恵の園 福祉学習 

 

自力登下校 

自力登下校 

頑張っていこう！ 



 

 

 

 

 

日 曜 行    事 

１ 火 衣替え（移行期間） 水泳前健康相談 

２ 水  

３ 木  

４ 金 激励会 

５ 土 中体連選手権大会（ソフトテニス） 

６ 日 大会予備日 

７ 月 水泳指導始 ＡＬＴ 

８ 火 ＳＣ 

９ 水  

10 木  

11 金  

12 土 中体連選手権大会（野球・サッカー・バレーボール） 

13 日 大会予備日 

14 月 ＳＣ 

15 火 小中合同集会 上級学校訪問(大島高校)（３） 

16 水 避難訓練 

17 木 学校公開 

18 金 学校公開 セーフティ教室 

19 土  

20 日  

21 月 ＡＬＴ 

22 火 テスト週間 ＳＣ（つつじ小学校開校記念日） 

23 水 ＳＣ 

24 木  

25 金  

26 土  

27 日  

28 月 ＳＣ 

29 火 期末考査 

30 水 期末考査 

 

７月の予定 

１日(木) 衣替え（完全実施）期末考査 

５日(月)～９日(金) 

三者面談始(３年) 

教育相談始(１・２年) 

６日(火) 地域清掃 

９日(金) 保護者会(１・２年) 

 

 

１５日(木) 聖火リレー 

１９日(月) 大掃除 

２０日(火) 終業式 都大会遠征始 

２１日(水) 夏季休業日 

２８日(水) オリンピック競技観戦（ハンドボール） 

３１日(土) 校内水泳記録会 

６月の主な行事予定 

セーフティ教室 6 月１８日（金） 

KDDI スマホ・ケータイ安全教室事務局の方を

講師にお招きして、インターネットやスマホ、ケ

ータイにかかわるトラブル、事件・事故の事例か

らリスクを回避する方法を学びます。 

中体連選手権大会 

６月５日（土）               

「ソフトテニス」 野田浜園テニスコート 

  個人戦  （８：３０～） 

６月１２日（土）              

「サッカー」 大島町陸上競技場 

 三中 ｖｓ 一・二中合同 （９：３０～） 

 

「野球」 大島町野球場（旧セミナー野球場） 

研修大会として紅白戦（９：３０～）  

「バレーボール」一中体育館 

研修大会として 

地域の有志チームを交えたリーグ戦 

（９：３０～） 

 

小中合同集会 6 月１５日（火） 

 三中生徒会とつつじ小代表委員が企画し、小学

1 年生から中学 3 年生までが一堂に会し、今年度

は校庭でレクレーションを通して交流をします。 

第三中学校は自力登校を 

推奨しています 


